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１．はじめに

　擬音語と擬態語は，一括して「オノマトペ
（onomatopoeia）」という総称として呼ばれることがあ
る（田守ら1999）。本来なら，「オノマトペ」は擬音
語を意味するもので，「実際の音をまねて言葉とした
語」であると定義づけられている（『広辞苑』1998）。
そこで，擬態語は「オノマトペ」に含まれていないの
である。擬音語・擬態語に関しては，従来「外界の物
音・人間や動物の声，物事の様子や心情を直接感覚的
に表現する言葉」（『現代擬音語・擬態語用法辞典』）
であると定義づけられている。擬音語は，さらに擬音
語と擬声語の 2つに分けられる。前者は，物音を表す
表現であるのに対し，後者は人間や動物の声を表す表
現である。本稿では，擬音語と擬声語を一括して擬音
語という表現を用いる。
　マンガと言えば，日本のポップカルチャーの一つと
して世界中によく知られているが，マンガの中で擬音
語と擬態語が多く用いられていることを知らない日本
語学習者も多いだろう。マンガでは話し言葉の表現が
多く用いられており，表音文字である日本語の仮名
は，その音声的特徴が日本語の擬音語の豊かさに寄与
していると言える。なぜマンガには擬音語と擬態語が
多く用いられているかと言えば，マンガには，話し言
葉の多用，紙幅の制限（1ページのコマ数），表現の
短縮，視覚的・聴覚的なイメージの強調などの特徴が
あるため，擬音語と擬態語はマンガの主要表現として
最適ではないかと考えられる。
　一方，日本語の擬音語と擬態語に対し，中国語には
「象声词」（日本語の擬音語に相当するもの）はある

が，日本語ほど多くないし，擬態語という表現もな
い。しかし，言語とは人間の用いる道具の一つでもあ
り，ユニバーサルな面があるものである。中国語で
は，「成语」（ことわざ），形容詞，副詞などの組み合
わせによって，物事の状態を表すことができる。とい
うわけで，中国語にも擬態表現があると言えよう。
　英語の擬音語と擬態語に関しては，田守ら（1999）
では日英語に類似点が見られるものの，同じ動作を表
すのに英語の語彙が日本語ほど多くないと述べられて
いる。例えば，戸や窓を思い切り閉める動作を表す場
合，日本語では「ばん，ばーん，ばたっ，ばたん，ば
たんばたん，ばたり，びしゃっ，びしゃり，がちゃ
ん，ぱたん，ぴしゃっ，ぴしゃん，ぴしゃり」などの
表現を用いられるのに対し，英語では “slam, bang, 

shut” などの表現が用いられる。

２．擬音語と擬態語の認定基準

　これまで擬音語・擬態語は，「外界の物音・人間や
動物の声，物事の様子や心情を直接感覚的に表現する
言葉」（『現代擬音語・擬態語用法辞典』）であると定
義づけられている。また，擬音語・擬態語は，対象物
の状態や音声を修飾するために用いられている副詞が
約90%を占めているという。擬音語・擬態語の特徴
（促音，反復音など）をもつ，似たようなものが存在
しており，「きっと」「いちいち」「なかなか」「いろい
ろ」などはそれである。これらの表現を擬態語と見な
してよいかどうかは疑問である。
　そのほか，マンガの場面や人物の心情などに合わせ
て造られた擬態語・擬音語の表現，いわゆる造語（た
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とえば，「ボゴォ」「ドヒュウン」「どきゅーん」「ぺ
とっ」）というものがある。
　これらのものを前述の擬音語・擬態語の従来の定義
に沿って考えると，擬音語・擬態語と認定する境界線
が実に曖昧であると筆者は思う。
　田守（1999：188）は「特定の言語体系の中での語
の範疇化と関係する言語学的な見方」を示唆し，言わ
ば「表面的にオノマトペと思われる語が一般語彙と区
別できる構造的あるいは機能的な特徴を共有している
かどうか」に着目するという見解を示した。そこで，
先行研究をふまえて，以下，まず日本語の擬音語・擬
態語の音韻特徴から見てみよう。

２．１　擬音語と擬態語の音韻特徴
（I）母音
　母音 a, i, e, o のうち，e, o の音が最も少ない。e の
付く擬音語・擬態語は，あまり品のいいイメージを表
さない表現が多く見られる。例えば，「げっそり」（急
剧消瘦 “devastatingly lose weight”），「げっぷ」（打嗝儿 

“belch”），「べらべら」（喋喋不休 “chatter”）などの表
現がある。
　i の音は，「きらきら」（灿烂 “to twinkle”）などのよ
うな小さいこと，動きの速いことを表す。それに対
し，a, o の音は「ばらばら」（零乱 “to break into pieces”），
「ぼろぼろ」（破破烂烂 “worn out”）のような大きくて
重い物の音を表す。
（II）清音と濁音
　濁音 g, z, d, b は，大きいものやネガティブなイメー
ジのものを表すのに対し，清音 k, s, t, h は小さいもの，
ボジティブなイメージのものを表す。例えば，「さら
さら」（干爽 “cool”）と「ざらざら」（不光滑 “rough”），
「きらきら」（灿烂 “to twinkle”）と「ぎらぎら」（晃眼 

“glaring”）はその違いである。
（III）拗音
　拗音は一般に，俗語的で品が欠けるというイメージ
が受けられる。「めちゃめちゃ」（乱七八糟 “in a mess”）
はその例である。
（IV）特殊音と反復形
　田守（2003）によると，日本語の擬音語と擬態語に
は形態的にも意味的にも似ているものがあると言う。
例えば，2モーラの語基に促音，「り」語尾，撥音が
伴った形，または語基の反復した形はそれである。促
音は「スピード感，瞬間性，急な終わり方」，「り」語
尾は「ゆったりした感じ，完了（一区切り）」，撥音は
「響き，勢い」，反復は「連続，繰り返し」といった意味
の特徴を持っている。その例として，「ぱくっ」（张开大

嘴 “to open the mouth wide and bite something instantaneously”）
「ぱっくり」「ぱっくん」「ぱくぱく」が挙げられる。

２．２　擬音語と擬態語の形態特徴
　田守ら（1999）では，日本語の擬音語・擬態語は統
語的に副詞，動詞，名詞，形容詞 /形容動詞として働
くことができると述べられている。ここで田守の述べ
られている日本語の擬音語・擬態語と見なされる要素
と特徴を整理し，次のようにまとめた。

２．２．１　副詞用法
　擬音語・擬態語の副詞用法には，動作の様態または
状態を表す「様態副詞」「ばたばた（慌慌张张 “busy”）」，
「くっきり（清楚 “clearly”）」など，状態の変化を引き
起こす起動動詞と共起する「結果副詞」「ぴかぴか
（に磨く）（闪闪发亮 “nice polish”）」，「こんがり（焼
く）（恰得好处 “brown”）」など，状態性の意味を持つ
語の程度を限定する「程度副詞」「めっきり（と減る）
（显著 “remarkably”）」，「どんどん（伸びる）（连续不
断 “along”）」，実現された事実の回数を表す「頻度副
詞」「ちょいちょい（行く）（常常 “often”）」，「ちょく
ちょく（顔を出す）」（常常 “often”）」という四種類の
ものがある。

２．２．２　動詞用法
　いくつかの異形を持つ擬音語・擬態語の中で動詞と
して働くものがある。たとえば，「いらいら」（焦急 

“impatience”），「がたがた」（摇摇晃晃 “shaky”）は「～
する」，「～つく」という形態として用いられることが
できる。そのほか，「ゆらゆら」（飘飘摇摇 “sway”）
は「ゆらめく」，「ゆらす」，「ころころ」（叽里咕噜 

“roll”）は「ころげる」「ころがす」「ころがる」のよ
うに動詞と関連しているものもある。しかし，これら
は擬音語・擬態語から動詞へと転じたものかどうかは
まだ究明されていない。

２．２．３　名詞用法
　名詞用法として単独に用いられるもの（「いらいら
（焦急 “impatience”）が募る」「ひらひら（飘动）のス
カート」）とほかの名詞と複合したもの（「きらきら
星」「びっくり箱」）や組み合わせて造られたもの（が
りがり+勉強→「がり勉」）がある。

２．２．4　形容詞・形容動詞
　動詞用法と同様に，擬音語・擬態語の形容詞・形容
動詞の用法がある。例えば，「たどたど（蹒跚 “halting”）
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→たどたどしい」「ゆるゆる（缓慢 “slowly”）→ゆる
やか」「くどくど（罗嗦 “pick at”）→くどい」などの
ものがある。
　以上のように，擬音語と擬態語は様々な形態を持っ
ており，ほかの語彙と似たものもある中で一言擬音語
と擬態語を定義づけるのはそう簡単ではないことがわ
かる。

２．３　語彙性と直接的な模倣度
　擬音語と擬態語の範疇に属する条件として，田守ら
（1999）では「語彙性（lexicality）」と「オノマトペ度
（mimeticity）」が取り上げられている。前者は，ある
語が言語の中で語として機能している程度を指し，後
者はある語が話者によって直接的な模倣として認識さ
れる程度を指す。しかし，「語彙性」と「オノマトペ
度」は必ずしも田守で述べられている正反対の関係に
あるものではなく，場合により両者が同等の関係を示
すこともあると筆者は考えている。
　田守ら（1999）説を参考に，筆者は「語彙性」と
「直接的な模倣度」（擬音と擬態）の相関関係を次によ
うに考えている。
①　典型的な擬音語・擬態語
・「語彙性」+「直接的模倣度」
例：「犬がワンワン鳴いている」「このワンワンが一番

可愛い」
「花びらがひらひら舞い落ちる」「スカートにひら
ひらのレースが付いている」

　上記のものが副詞用法として用いられる際，引用助
詞「と」を義務的に付けなくてもいい。
②　非典型的な擬音語・擬態語
②-1　定着語
・「直接的模倣度」＞「語彙性」
例：「この周辺をグルッと一回りする」
「バタンとドアを閉める」

　これらのものがいきいきとした臨場感，「グルッと
いう回り方で」「バタンという音で」のようにその現
場を再現するため，「直接的模倣度」は高いが，引用
括弧や引用助詞を義務的に付けることから「語彙性」
が低くなると考えられる。これらの語尾に促音や撥音
が付いているのが特徴的である。
・「語彙性」＞「直接的模倣度」
例：「一度ゆっくり（と）話してみる」
「つまらないことにくよくよしない」

　上記の語は，引用助詞「と」を義務的に付けないこ
とから現場を再現する意味合いが薄れると考えられ
る。

　しかし，「この仕事は来週までにきっと仕上げられ
る」の「きっと」は話者の確信を表す意味で用いら
れ，引用助詞の「と」を義務的に付けるとされている
が，「金属的な摩擦音」を表す本来の意味合いから薄
れて転じてきたという説や「急度（きと）」の促音化
したという説もあり，「直接的模倣度」が低くなるも
のと考えられる。
②-2　造語
・「直接的模倣度」
　マンガの場面や人物の心情などに合わせて造られた
擬音語・擬態語，いわゆる造語（たとえば，「ボゴォ」
「ドヒュウン」「どきゅーん」「ぺとっ」）というものが
ある。これらは，現場を再現するものであるため，引
用構文として用いられることがなく，引用助詞が付か
ないのほうが普通である。
　以上，日本語の擬音語・擬態語と見なす条件をまと
めると，その語が言語の中で完全に機能しているか
（語の異形，品詞の働きなど），言わば「語彙性」とそ
の語の使用に対する母語話者の容認度がどの程度ある
か，言わば「直接的な模倣度」に対する認識の度合い
で決められると考えられる。

３．日本の日本語教科書の中の擬音語と擬態語

　現実には，多くの外国人日本語学習者が日本語の擬
音語・擬態語の存在に気づいていないと言えよう。こ
れは，このような表現が主に日常に用いられ，日本語
の教科書にはあまり取り上げられていないからだ，と
考えられる。教師が日本語の文法や表現を教えるだけ
で精いっぱいで，擬音語・擬態語のような二次的なも
のは置き去りにされているのではないかと思われる。
　筆者は，日本語教科書で擬音語と擬態語がどのくら
い取り上げられているのかについて，調査を行ってみ
た。今回，調査対象とした初級～上級の日本語教科書
は，現在一般に日本語学習に使用されているもので，
下記の通り計17冊である。

『日本語初級1　大地』（2008）スリーエーネットワーク
『日本語初級2　大地』（2009）スリーエーネットワーク
『みんなの日本語』初級 I（1998）スリーエーネット
ワーク
『みんなの日本語』初級 II（1998）スリーエーネット
ワーク
初級日本語『げんき』I（1999）The Japan Times

初級日本語『げんき』II（1999）The Japan Times

『中級へ行こう』（2004）スリーエーネットワーク
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『聞いて覚える話し方　日本語生中継 初中級編』（2006）
くろしお出版
『聞いて覚える話し方　日本語生中継 中上級編』（2004）
くろしお出版
『会話のにほんご』（2007）The Japan Times[中級 ]

『日本語 5つのとびら　サバイバル編』（2007）凡人社
『日本語 5つのとびら　初級編 1』（2009）凡人社
『日本語 5つのとびら　初級編 2』（2010）凡人社
『日本語 5つのとびら　中級編』（2010）凡人社
『日本語 5つのとびら　中上級編』（2008）凡人社
『コンテンツとマルチメディアで学ぶ日本語
上級へのとびら』（2009）Kuroshio Publishers

『日本語上級読解』（2001）アルク
　調査結果は次の表 1にまとめられる。用例数は出現
回数に関わらず，同じ表現であれば，1回と異なり語
数のみを計算した。（＊表現の表記は本文のままを引
用する。）

日本語教科書 用例数 表現
『日本語初級 1大地』 1 ちょっと
『日本語初級 2大地』 2 はっきり

ゆっくり
『みんなの日本語』初級 I 3 ちょっと

ゆっくり
だんだん

『みんなの日本語』初級 II 2 きちんと
ちゃんと

『初級日本語　げんき』I 2 びっくり
ゆっくり

『初級日本語　げんき』II 3 めちゃくちゃ 
びっくり
ぺらぺら

『会話のにほんご』（中級） 70 ずっと
どうどう
あっさり
くよくよ
ゆうゆう
ちゃんと
ちょっと
しっかり
だんだん
どんどん
ペコペコ
ぼんやり
ほっと
さっぱり
グラグラ
ガチャン
ガタン
ミンミン
サッと
おろおろ

表1　日本の日本語教科書の擬音語と擬態語

トントン
パクパク
じろじろ
ゴロゴロ
ポキッと
ボッキ
シトシト
ザーザー
ニャーニャー
ワンワン
コケコッコー
モーモー
メーメー
チューチュー
ホーホケキョ
ガヤガヤ
ゲラゲラ
バリバリ
カーカー
ボーボー
ギャーギャー
ドキッ
ドサッ
ペラペラ
うろうろ
じろじろ
どんどん
どきどき
いらいら
くたくた
しょんぼり
ぴかぴか
つるつる
すやすや
ふらふら
ぐっすり
こっそり
はっと
ほっと
ニコニコ
チョキチョキ
ボーボー
コロコロ
ぐすぐす
びくびく
キラキラ
ザブーン
ガチャン
コチコチ
ゆったり

『5つのとびら　サバイバル編』 1 ちょっと
『5つのとびら　中上級編』 4 きっぱり

ほっと
のんびり
はっきり

『中級へ行こう』 1 つい
『日本語生中継　初中級編』 13 ちょっと

ずっと
そろそろ
ゆっくり
じっと
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　擬音語・擬態語は，対象物の状態や音声を修飾する
ために用いられている副詞が約90%を占めている。
ということで，初級の学習者向けの日本語教科書に取
り上げられている「ちょっと」「びっくり」「ゆった
り」「だんだん」などの副詞は実に擬態語そのもので
ある。多くの初級学習者はこれらが擬態語であるとい
うことには気づいていないのではないかと思われる。
　擬態語と擬音語は，日常会話によく用いられてい
る。上記の中級の日本語会話教科書（『会話のにほん
ご』）には擬態語と擬音語の課が設けられており，そ
の課で様々な表現（人間の動作 /状態，雨の降る音，
動物の鳴き声，物事の状態など）が取り上げられてい
る。しかし，ほかの課の会話文には擬態語と擬音語の
表現がそれほど現れていなかった。
　擬態語と擬音語は，話し言葉の表現として用いられ
るのみならず，その表現を用いることによって，音や
状態を細緻に描写することができるし，生き生きとし

た自然な日本語を表すこともできるため，上記の読解
教材（『上級日本語読解』）にも擬態語と擬音語の用例
が現れた。
　今回，調査対象とした教材の擬音語と擬態語の中
で，擬態語が多く取り上げられていることがわかっ
た。なお，ほとんどの教材では，物事の状態を表す擬
態語「ちょっと」「ゆっくり」「はっきり」が取り上げ
られている。しかし，擬態語の多くは，人間の気持ち
や感情，動作を表すものと見られた。その他，擬態語
と擬音語は状態や音声の表現効果を目立たせるため，
カタカナで表記されることも多く見られた。

４．中国の日本語教科書の中の擬音語と擬態語

　陳（2014）では中国で使用されている代表的な 9冊
の初級日本語教科書の中の擬音語と擬態語を調べ，そ
れらの使用頻度と教科書での記述をまとめた。以下の
表 2はその 9冊の教科書に用いられた擬音語と擬態語
を上位順に示す。

　上記の表の擬音語と擬態語は，人間の状態を表すの
に用いられているということである（陳2014：38）。
たとえば，「ゆっくり読みたいですから」「そろそろ帰
ろうと思います」「びっくりした」「しっかりしなさ
い」「のんびり暮らせそうだ」「だんだんわかるように
なりました」「ちゃんと薬を飲んで」「すっかりご馳走
になりました」「はっきり覚えていませんけれど」
「じっくり読むことにします」（下線は筆者によるも
の）などのように，日本語教科書で導入されているの
は擬音語より擬態語のほうが多く見られ，またこれら
の擬態語が人間の状態や気持ちや動作と関連している
ものがわかる。

ごろごろ
むかむか
ぞくぞく
くらくら
かんかん
かっか
わくわく
いらいら

『日本語生中継　中上級編』 10 ちょっと
しぶしぶ
すっきり
はっきり
ずっと
ひょっと
ニコニコ
さっさと
にこり
わざわざ

『上級へのとびら』 1 びっくり
『日本語上級読解』 18 つい

ぼー
ガブリ
オズオズ
パカッ
ハッキリ
ゆったり
ハッ
がっくり
ケロッ
おろおろ
ばんばん
ぶつぶつ
こっそり
うとうと
くっきり
ひっそり
さあ

表2　中国の日本語教科書の擬音語と擬態語

表現 使用頻度
ゆっくり，そろそろ 9
のんびり 8
びっくり 6
しっかり，すっかり 5
だんだん，どんどん，ちゃんと 4
きちんと，うっかり 3
はっきり，ぴったり，じっくり，さっぱり 2
きらきら，じっと，すいすい，がたがた，
にこにこ，ごろごろ 1
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５．日本語学習者向けの擬音語と擬態語の選定

　日本語の擬音語と擬態語は 1冊の辞典に掲載される
ほど様々な形態と豊富な語彙数がある。初中級の日本
語学習では，多くの擬音語と擬態語の中から学習者向
けのものを選定する必要がある。
　三上（2006）では，日本語教科書及び一般の言語資
料（新聞，雑誌，映画，アニメ作品など）における擬
音語と擬態語の使用状況を調査し，その結果として以
下の70語を日本語教育のための基本の擬音語・擬態
語を提議した。

 あっさり いらいら  うっかり   うろうろ
 うんざり  がたがた   がっかり がやがや
 からから がんがん きちんと ぎっしり
 きらきら ぎりぎり ぐっすり ぐっと　
 くるくる ぐるぐる げらげら こっそり
 ごろごろ ざあざあ さっさと さっと　
 ざっと　 さっぱり さらさら しっかり
  じっくり   じっと　 じろじろ  すっかり  

 すっきり すっと　 すらすら ずらり　
 そっくり そっと　 そろそろ ぞろぞろ
 たっぷり ちゃんと どきどき どっと　
 どんどん にこにこ のろのろ のんびり
 ばたばた はっきり ばったり はっと　
 ぱっと　 はらはら ばらばら ぴかぴか
 びっくり ぴったり ふと　　 ふらふら
 ぶらぶら ぶるぶる ぺこぺこ ぺらぺら
 ぼうっと ほっと　 ぼんやり 　  めちゃくちゃ
 ゆっくり わくわく

　三上が提案した70語の基本擬音語と擬態語を本稿
で取り上げられている日本語教科書の擬音語と擬態語
とを比較してみると，三上が提案した語の中で32語
が今回の教科書に現れていないことがわかった。上記
の網掛け部分は日本の日本語教科書に出現した語， 
 　　  語 の部分は中国の日本語教科書のみ出現した
語である。日本語教科書の教授内容によって該当の擬
音語や擬態語が選定されているかと思うが，初中級学
習者向けの擬音語と擬態語の選定や指導内容の見直し
は今後更なる検討が必要となってくるだろう。

６．擬音語と擬態語の面白さ

　日本語の擬音語・擬態語は実に面白いものだと思
う。これらの表現を用いることによって，音や状態を

細緻に描写することができるし，生き生きとした自然
な日本語を表すこともできる。これは日本語の特色の
一つだと言える。また，擬音語・擬態語が習得できれ
ば，日本語の表現の豊かさ，また漫画鑑賞の面白さが
いっそう高まることが期待できるだろう。
　では，下記の例文において，擬音語と擬態語が用い
られたものと用いられていないものとを比較してみよ
う。

（1a）  そんなに見ないでよ。
（1b） そんなにじろじろ見ないでよ。
（2a）  ちょっと見ただけで，あまりよく覚えていません。
（2b） ちらっと見ただけで，あまりよく覚えていません。
（3a）  リンさんは日本語が話せます。
（3b） リンさんは日本語がぺらぺらです。
（4a）  シチューは 1時間ぐらい煮込めば，できあがり

ます。
（4b） シチューは 1時間ぐらいことこと煮込めば，で

きあがります。
 （許 2012：22～59）
　（1b）の「じろじろ」は，遠慮なく他人を頭から足
もとまで見る様子を表すときに用いられる。（1a）に
は，（1b）の意味が含まれていないため，相手がどの
ように見ているのかがよくわからない。（2b）の「ち
らっ」は，比較的に小さいものが速いスピードで一回
転した様子を表すときに用いられる。（2a）の「ちょっ」
は，「わずか」「少し」という意味を表す。（2a）の
「ちょっ」は量を表しているのに対し，（2b）の「ち
らっ」は速さと量を表している。（3a）では，リンさ
んは日本語を話すことができるという意味を表してい
る。それに対し，（3b）の「ぺらぺら」は軽くて速い
という意味で外国語が流暢に話せる様子を表すため，
リンさんがどのくらい日本語が話せるのかを詳しく説
明することができる。（4b）の「ことこと」は，硬い
ものが互いにぶつかった音を表すときに用いられる。
また，時間をかけて料理を煮込むときにも用いられ
る。（4a）では，実際の料理中の様子がよくわからな
い。このように，日本語では擬音語と擬態語が用いら
れると，物事の状態や音声がわかりやすくなるし，生
き生きとした日本語が表現できる。
　中国語は，表意文字であるため，音声面では日本語
の擬音語ほど生産的ではない。中国語には擬態語とい
う用語がないため，物事の状態を表す表現には，形容
詞を借りたもの（例えば，「摇摇晃晃」（ふらふら），
「热乎乎」（ほかほか），「飘飘」（ひらひら）），成语

（ことわざ）（「津津有味」（興味津々）など），实词
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（形容詞「直爽」（さっぱり），動詞「瞥」（ちらっ（と
見る）），「慢慢」（ゆっくり）など）と，擬音語（「乎
乎」（ひゅうひゅう（風），ぐっすり（寝る）など）か
ら発展してきたものがある。
　一方，英語では “ticktock ticktock”（チクタク（滴答
滴答）「時計の音」），“clickety-clack”（ガタンゴトン
（中国語には適切な表現がない）「車輪の音」）のよう
な擬音語はあるが，日本語ほど多くないし，多くの擬
音語と擬態語は動詞（“to stare” じっ（一动不动），副
詞（“work energetically” ばりばり（干劲足）），形容詞
（“exciting” わくわく（扑通扑通））で表現されること
が多い。

７．日本語学習者向けの擬音語・擬態語の指導

　日本語の擬音語・擬態語は，数と形態の種類が多
く，1冊の辞典になるほどである。音声的にも，また
ニュアンス的にも表現の微妙な違いがあるため，学習
者が全部覚えるのは難しいと思う。筆者は，日常よく
用いられる日本語の擬態語・擬音語（例えば，「日常
動作」「態度」「調理」「心身」「自然」「生き物」「物
事」など）を取り上げ，これらの意味用法を，例文を
用いて説明し，また類似表現や関連知識を紹介し，表
現練習を通して学習者の擬音語・擬態語に対する理解
を深めることが必要であると思っている（許2012）。
　授業では学習者からよく「形の似ている類似表現」
や「同じ場面でよく用いられる他の表現」などの質問
が寄せられる。これらを念頭に，擬音語と擬態語の学
習指導を行う際，同音異義の表現や類似表現のニュア
ンスの違いに着目し，表現を選択することが肝心であ
る。
　例えば，擬音語の半濁音の「ぱりぱり（咯嘣咯嘣 

“crisp”）」は「連続的に軽くて薄い食べ物を噛み砕く
音」を表すときに用いられるのに対し，半濁音の「ぽ
りぽり（咯吱咯吱）」は「小さくて硬い食べ物（節分
のときに食べる「福豆」など ）を噛み砕く音」を表
すときに用いられる。一方，濁音の「ばりばり」は
「硬くて薄いものが砕ける音」を表すこともできるし，
擬態語へと転じて，「一生懸命に何かをする様子」（干
劲足 “to work energetically”）を表すこともできる。
　また，「にこにこ（笑嘻嘻 “smile happily”）」は「優
しそうな表現で笑っている様子」を表すときに用いら
れ，人に優しくてうれしい感じを与える。小さい「っ」
の付いている「にっこり」は「にこり」より笑う時間
が短く，「一瞬に微笑みを浮かべる様子」を表すとき
に用いられる。

　その他，同じ物の表面の滑らかさについて描写する
表現には「つやつや（光润 “glossy”）」，「ぴかぴか（闪

闪发光 “shine”）」，「すべすべ（光滑 “smooth”）」があ
るが，表現のニュアンスが違う。「つやつや」は「表
面に水分と脂がついて，光っている様子」を表すのに
対し，「ぴかぴか」は，物の表面が滑らかで光ってい
て，新品のような様子を表す。一方，「すべすべ」は
子どもの肌のような滑らかさを表す。
　日本語の授業で擬音語と擬態語の表現のみを指導す
るのは実に難しいと思う。なぜなら，擬音語の音声や
擬態語の状態描写が表現のみでは理解しにくいからで
ある。そこで，筆者の実践では，授業で擬音語と擬態
語の表現を導入する際，インターネットを通じて，動
画の音声や画像，絵，写真を表現と結びつける。例え
ば，小鳥のさえずりをまねた「ぴよぴよ」という擬音
語を導入するのにまず小鳥の動画を学習者に見せ，そ
の音声を日本語でどのように表現するのかを当てても
らう。そうすると，言語によっていろいろな表現のバ
リエーションが出てくるし，そこからまた話題を広げ
ることができる。こうして視聴覚の効果を活かして，
学習者の想像力を働かせて学習者の該当の表現への理
解や印象を高めることができると思う。

まとめ

　本稿で取り上げた日常よく出会う日本語の擬音語と
擬態語はわずかではあるが，擬音語と擬態語とはどの
ようなものであるか，また擬音語と擬態語が日本語に
おいてどのような位置づけを示しているか，擬音語と
擬態語の表現がなぜ面白いのか，などについて述べら
れたと思う。拙論により，日本語学習者が日本語の擬
音語と擬態語への認識や興味をいっそう高めることが
できれば幸いである。
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Abstract

 This paper examines the definition of the Japanese onomatopoeia and mimetic words. Moreover, the researches on the 

onomatopoeia and mimetic words of the Japanese language textbooks show the tendency of the types and the use of those 

words in recent Japanese education. Besides, I also suppose the study guidance as well as my teaching practice of learning 

Japanese onomatopoeia and mimetic words for the elementary and the intermediate Japanese learners.
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要旨:　本稿では，擬音語と擬態語とはどのようなものであるか，これまでの研究を踏まえて擬音語と擬態語
の範疇と認定する基準について再考察した。また擬音語と擬態語が日本語学習においてどのような位置づけを
示しているか，日本と中国の日本語教科書の調査結果をもとに明らかにした。日本語教育の観点から初中級の
日本語学習者向けの擬音語と擬態語の指導や筆者の実践内容などについても提示した。
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